
令和 8年度 第２学期始業式 校長式辞（＊①等はスライド番号、★はスライド送り） 

 

①皆さん、おはようございます。 

早いもので夏休みも終わり、本日から 2学期が始まります。★ 

 

②それにしても、夏休みって終わるのが早いですよね。★ 

「あっという間だったな」と感じている人も多いのではないでしょうか。 

それだけ充実した夏休みだったということかもしれません。★ 

 

③さて、2学期もたくさんの行事があります。★２ 

 

④まず 3 年生。 

すでに準備を進めていると思いますが★、いよいよ就職試験、大学や専門学校の入試、人によっては公務員試験も

始まります。 

まさに人生の一つの節目です。 

一つ一つの準備をしっかり積み重ね、自分を信じて、本番に向かって頑張ってください。 

1、2 年生も、ぜひ 3 年生の姿を意識して見ておいてください。 

1 年後、2 年後には自分たちの番です。 

社会に出るとき、進学するときに、どのような準備が必要なのか。今から少しずつ情報を集めておくとよいでしょ

う。 

2 年生には★、高校生活の大きな行事である修学旅行、そして企業で実際に働くことを体験するインターンシップ

があります。 

1 年生にとっては★、来年度、自分が進む学科やコースを決める大切な時期です。 

自分は何を学びたいのか。将来、どのようなことをやってみたいのか。 

自分自身と向き合い、先生や家族など、さまざまな人と話をしながら、最後は自分で決めていってほしいと思いま

す。 

また、★スポーツ大会や長距離走大会などの学校行事もあります。 

長いと思われがちな 2 学期ですが、きっとあっという間です。 

一日一日を大切にし、一人一人にとって充実した 2 学期にしてください。★ 

 

⑤さて、今年 4月から本校では、★ 

「藤工 BLAZE for our well-being！」 

という教育ビジョンを掲げています。★ 

 

⑥2 学期も引き続き、★ 

「自ら考え、判断し、行動する」ということを意識してください。★２ 

 

⑦そして、覚えておいてほしいのが、 

「Agency」★ 

「Resilience」★ 

「for our well-being！」★ 

この 3つです。★ 

 

⑧「Agency」とは、★ 

「自分がいる場所をより良くするために、自ら考え、判断し、行動する力」です。★２ 



 

⑨「Resilience」とは、★ 

「失敗や困難に直面しても、粘り強く挑戦し、乗り越えていく力」です。★ 

一生懸命頑張っていても、すべてが思いどおりにいくことはありません。 

失敗することも、思ったような結果が出ないこともあります。 

でも、そこで終わりにしない。 

もう一度顔を上げて、また挑戦する。 

そんな「Resilience」を大切にしてください。★ 

 

⑩そして、「for our well-being！」★ 

ここでは、「my」ではなく「our」としているところが大切です。 

自分の行動が、「自分の幸せ」だけでなく★、「周りの人たちの幸せ」にもつながっているか。★ 

そんなことも考えながら行動してほしいと思います。★ 

 

⑪私自身も、 

① 生徒の幸せにつながること★ 

② 先生方の幸せにつながること★ 

③ 保護者の安心につながること★ 

この 3つを意識しながら、引き続き校長という役割を務めていきたいと思っています。★ 

 

⑫さて、もう一つ、皆さんに意識してほしいのが、 

「非認知能力」です。★２ 

テストの点数などで測ることのできる「認知能力」★に対して、「非認知能力」は★、数値では測りにくいけれども、

日常生活や社会の中でとても重要になる力です。 

例えば、コミュニケーション能力、忍耐力、集中力などです。★ 

 

⑬そして、「学校で活用できる 3つの非認知能力グループ」として、 

「自分を高める力」★ 

「他者とつながる力」★ 

「自分と向き合う力」★ 

という 3 つがあります。★ 

 

⑭この 3 つの力については、9月 10 日の「藤工 BLAZE 講演会」で★、非認知能力研究の第一人者である中山芳

一先生から、分かりやすくお話しいただきます。 

ぜひ話を聞くだけで終わりにせず、 

「自分だったらどうだろう？」と、自分事として考えてみてください。 

疑問に思ったことがあれば、ぜひその場で質問してください。 

そして、こちらの緑色の本。★４ 

8 月 26日に発売された『教師のための「非認知能力」の育て方 実践ガイドブック』という本です。 

42 の実践例が掲載されていますが★３、実は、そのうちの一つを私も★執筆させていただきました。 

その中で、この「藤工 BLAZE」★についても触れています。 

本屋さんなどで見かけることがありましたら、ぜひ私のページも見てみてください。★ 

また、8 月には中山先生の研修会★にも参加し、9 月 10日の講演会について打合せをしてきました。 

中山先生も、「藤工生の皆さんに会うのを楽しみにしています」とおっしゃっていました。 

ぜひ皆さんも楽しみにしていてください。★２ 



 

⑮そして、もう一つ。 

10 月 26日の開校記念講演会を★、「第 2 回 藤工 BLAZE講演会」として実施します。 

講師は、テレビプロデューサーの中林佳苗さんです。 

現在、フジテレビで放送されているドラマ『今夜もシリアルキラーと待ち合わせ』★を見てくれた人はいるでしょ

うか。★ 

明日の放送を含め、あと 3 回で最終回となります。★ 

実は先日、私も撮影現場を見学させていただきました。 

中林さんにお会いするとともに、主演の横山裕さん★と関水渚さん★にもお会いし、少しお話をする機会をいただ

きました。★ 

私はドラマの撮影現場を見るのは初めてだったのですが、そこはまさに「真剣勝負の場」でした。 

役者さんもスタッフの皆さんも、台本に書かれていることをただやっているのではありません。 

一人一人が自分で考え、 

「もっとこうした方がいいのではないか」「こうやってみたらどうだろう」 

と熱く議論しながら、一つの作品をつくり上げていました。 

その姿を見ながら、私は、「ドラマ作りの場も Agency であふれている」と思いました。 

やはり、どのような世界であっても、 

「自ら考え、判断し、行動する」 

ということは大切なのだと思います。 

そして実は、中林さんのアイデアで、私もエキストラとして最終回の撮影に少しだけ参加させていただきました。 

全部カットされている可能性もありますが（笑）、もし映っているとすれば最終回です。 

ぜひチェックしてみてください。 

そして、こちらが中林さんと★、チーフカメラマンの山下さんです。 

実はこのお二人、昨年度、桐生商業高校で学校のドキュメンタリーを制作してくださったお二人です。 

そこで今度は、「ぜひ藤工バージョンもつくってください」とお願いしています。★ 

冬頃に藤工へ来ていただき、例えば「藤工生の 1 日」のような、ドラマ仕立ての映像作品をつくれないか、と現在

相談しているところです。 

まだ細かなことは決まっていませんが、お二人とも「ぜひやりましょう」と前向きに言ってくださっています。★ 

ぜひ「第 2回 BLAZE講演会」も楽しみにしていてください。★ 

 

⑯さて、いよいよ 2学期が始まります。 

長いようで、きっとあっという間の 2 学期です。 

進路、勉強、資格取得、部活動、学校行事。それぞれに挑戦することがあると思います。 

そして、うまくいくことばかりではありません。 

そんなときこそ、「Agency」★「Resilience」★そして、「for our well-being！」★です。★ 

 

⑰私は、藤工生の皆さんの力を信じています。★ 

藤工の「well-being」向上を目指し、★ 

ぜひ、「自ら考え、判断し、行動する」★ 

そんな 2 学期にしてください。★ 

 

⑱皆さん一人一人の頑張りに期待しています。★ 

2 学期も、よろしくお願いします。★ 

 

以上です。 


